
１０月１７日(月) １年生 生活科「はっぱや みで あそぼう」

朝晩の気温が低くなり、学校の敷地内にある木々の葉が黄色
やオレンジに色づいてきました。
1年生の生活科では、この時期、秋の自然と関わる活動を通し

て、「遊びや遊びに使う物を工夫してつくったり， 身近な自然
の違いや特徴を見付けたりする」ことや「自然の様子や四季の
変化に気付いたり，遊びの面白さや自然の不思議さに気付いた
りする」こと、「 身近な自然を取り入れ自分の生活を楽しくし
ようとすること」ができるようになることを目標にした学習を
行っています。

葉っぱや実を集め
に行こう１

福田先生もイチョウの
木の葉っぱを使った秋の
帽子をかぶって、みんな
の「作ってみたいな」と
いう気分を盛り上げます。

世界にたった一つの
オリジナル帽子のでき
あがり！
おしゃれな二人組、

帽子がお似合いです。

葉の色や形を見極め、
試行錯誤することで一枚
一枚の葉の違いに気づき
ます。「これは宝石の代
わり」と実を貼るAさん。



１０月１８日(火) 3年生こすもす学級 理科「太陽の光」

3年生の理科では、10月・11月を通して「太陽」に関する学習をし
ています。今日は、こすもす学級の3年生が、虫眼鏡と鏡を手に運動
場に出て、「 日光は直進し，集めたり反射させたりできること」や
「 物に日光を当てると，物の明るさや暖かさが変わること」について、
実験しながら学習しました。

「鏡みたいに光を跳ね返し
ていないね。」と柳田先生。
「跳ね返す、じゃなくて光
が集まっている。」とAさん。
虫眼鏡を紙に近づけたり、
遠ざけたりしながら光が集
まる様子を観察しました。

今年度の3年生はこすもす
学級に限らず全員が「理科学
習ノート」を使って学習して
います。
これは「書く力」の個人差

に配慮し、実験や観察した内
容を効率的に記録して、疑問
や考察・話合いなどの学習活
動の時間を確保するためです。
教科書に書き込んだり、ポ

イントをまとめた紙を貼った
りして、書くことの負担感が
学びの拒否につながらないよ
う工夫しています。

「あれ？集まってた光がどっかに行っ
ちゃった。」とBさん。
立つ場所を変えると、また光が集ま

りました。虫眼鏡と太陽の間に立つと、
日光が虫眼鏡にあたらなくなるようで
す。立つ場所をちょっとずつずらして、
「光ってまっすぐにしか、進めんの
かも。」とBさんが言いました。

やってみて気づくことができましたね。



１０月１９日(水) 小中一貫教育モデル校の取組「予行練習見学」

令和4年度・5年度の2年間、尾倉中学校と皿倉小学校は、小中一貫教育モデル校として、様々な活動
に取り組みます。
今日は、尾倉中学校の体育大会の予行練習の日。時間割の都合で、全員での見学はできませんでした
が、4年生・6年生・おひさま学級が尾倉中学校に行き、中学生の練習風景を見せていただきました。

尾倉中学校の運動場に初め
て来た、という児童も多くい
ました。
運動場が一望できる階段に
座らせてもらい、みんな真剣
に中学生の姿を見つめていま
す。

見学のお礼をスポーツ委員会の6年生3名が
栗原校長先生にお伝えし、スポーツ委員会委
員長の号令で、中学生に全員でお礼を言おう
としていたら、中学生の方から先に「皿倉小
学校のみなさん、今日は練習を見に来てくれ
てありがとうございました！」と元気なあい
さつを受けました。お返しに、「ありがとう
ございました、がんばってください。」と大
きな声でエールを送ることができました。

「みんなテキパキ動いてい
て、かっこいい。」

「ラジオ体操が違うものみた
いに見えます。」

「来年、自分たちもやるん
だなって思います。」等の

感想が6年生から聞かれました。

リズム感あふれるダンスに、迫力のある走競
技。「ヤーッ！」と立ち上がる様子もまた、
コロナ禍にはなかった風景で、小学生には新
鮮に見えたようです。

尾倉中学校体育大会は10月22日（土）に行われます。
お天気に恵まれ、中学生の良き思い出の一日になります
ように。



１０月２０日(木) 1年生 国語科「くじらぐも」

1年生の「くじらぐも」は、絵
本「ぐりとぐら」シリーズの作者
であり、映画「となりのトトロ」
のテーマ曲「さんぽ」の作詞で知
られる中川李枝子（なかがわりえ
こ）さんの、名作です。

プリントでの学習後、役割を決
めてみんなでもう一度読んでみま
した。

くじらぐもの様子を想像して、
低い声でゆっくりと会話の部分を
読んだり、ジャンプする子どもに
なったつもりで、だんだん大きな
声で元気いっぱいに読んだり、学
習のめあてに合った読み方ができ
ました。

物語の世界観にひたりながら、
声に出して読むことを楽しんで
「くじらぐも」の学習をしていま
す。おうちでも、きっと上手に音
読をしていることでしょう。

「くじらぐもと子どもたちが話し
ている様子や気持ちを考えながら
読んでみましょう。」と小西先生。
黒板には、教科書の挿絵そっくり
のくじらぐもが貼られています。

「くじらぐも」のお話の子ども
たちは、「天までとどけ、一、二、
三。」と言いながら、3回ジャン
プします。ジャンプをするたびに
高まっていく子どもたちの気持ち
を思い浮かべて、学習プリントの
吹き出しに書き込みました。
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のりたいきもち。のりたいな。

ぜったいのるぞ。

がんばるぞ、ぜったいにくじらのくもにのると きめたんだ、
がんばるぞ。ぜったいのるぞ、はやくのるぞ。
みんなでのるぞ。



１０月２１日(金) 想像するって楽しいな
9月末のアサガオ

の掲示物に続き、こ
すもす学級のみなさ
んが、ハロウィーン
をイメージした掲示
物を持って来てくれ
ました。
見たことのないも

のや物語を想像する
ことが苦手な人も、
今回は楽しみながら
作品作りに取り組め
たようです。
作品作りを通して、

手順を守って作るこ
とや、のり・はさ
み・セロハンテー
プ・お花紙などの道
具や材料の正しい使
い方などを学習する
ことができました。

掲示物を見たみんなの感想です。
＊ これはおばけ？かわいい。こわくない。
＊ だれがつくった？すごい。じょうず。
＊ 楽しい気分で作ってるってわかります。
＊ みて、ぼくの。また作ったらはりに来るね。
＊ ふわふわしてるからいいね。
＊ 色の選び方が上手。


